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私
た
ち
の
直
面
し
て
い
る
混
迷
は
、

近
代
科
学
の
考
え
方
に

囚
わ
れ
す
ぎ
た
結
果
で
は
な
い
か
。

２
回
に
わ
た
り
、も
の
の
見
方
の
根
本
に
あ
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つい
て
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
変
遷
を
た
ど
り
、

こ
れ
か
ら
の
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
。

機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
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ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
見
ら
れ
る
閉

塞
状
況
の
背
後
に
は
、た
い
て
い
２
つ
の「
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
の
対
立
が
潜
ん
で
い
る
。
機
械

論
と
生
命
論
で
あ
る
。私
た
ち
は
、近
代
以
降
、

も
っ
ぱ
ら
物
事
を
機
械
の
よ
う
に
考
え
る
見

方
し
か
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
生
命
と
し

て
捉
え
る
見
方
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

を
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

混
迷
を
解
く
カ
ギ
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て
、
機
械
論

と
生
命
論
と
い
う
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機
械
論
と
生
命
論

の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
提
唱
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
れ
ば
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、「
一
般
に
認
め
ら
れ
た

科
学
的
業
績
で
、
一
時
期
の
間
、
専
門
家
に

対
し
て
問
い
方
や
答
え
方
の
モ
デ
ル
を
与
え

る
も
の
」で
あ
る（
＊
１
）。よ
り
一
般
的
に
は
、

も
の
の
見
方
、
考
え
方
の
枠
組
み
、
世
界
観

と
い
え
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
定
着
し
て
い
る
と
き
に
、

特
定
の
科
学
者
集
団
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
準
拠

し
て
行
う
一
連
の
研
究
が
「
通
常
科
学
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
そ
ぐ
わ

な
い
変
則
事
例
が
い
く
つ
も
現
れ
、
予
測
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
外
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
危
機
に
陥
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に

は
科
学
者
集
団
が
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
乗

り
か
え
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」、
す

な
わ
ち
「
科
学
革
命
」
が
起
こ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
は
、
何
の
囚
わ
れ
も

な
く
純
粋
無
垢
の
事
実
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
理
論
と
い
う
色
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
し

か
物
事
を
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
観
察
と

は
理
論
を
前
提
と
し
た
解
釈
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
理
論
負
荷
性
）（
＊
２
）。
理
論
の
大
本

に
あ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
異
な
る
と
、
同
じ
対

象
を
見
て
も
、
違
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
例
え
ば
、
明
け
ゆ
く
東
の
空
を

眺
め
て
も
、
地
動
説
の
ケ
プ
ラ
ー
は
太
陽
が

静
止
し
て
い
る
と
見
、
天
動
説
の
テ
ィ
コ
・

ブ
ラ
ー
エ
は
地
球
が
静
止
し
て
い
る
と
見
た
。

明
治
時
代
の
か
つ脚 

け気
の
原
因
究
明
で
は
、
陸
軍

と
東
大
医
学
部
は
、
当
時
最
新
の
西
洋
医
学

に
基
づ
き
脚
気
の
病
原
菌
を
探
し
た
が
見
つ

か
ら
ず
、
迷
信
と
決
め
つ
け
て
い
た
麦
飯
を

摂
取
す
る
と
い
う
民
間
療
法
に
よ
り
、
脚
気

の
原
因
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
不
足
を
補
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
＊
３
）。

　
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、
そ
の
優
劣
を

比
較
す
る
共
通
の
尺
度
、
評
価
基
準
は
存
在

し
な
い
（
共
約
不
可
能
性
）。
そ
も
そ
も
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

相
容
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
移
行
は
、

科
学
者
の
改
宗
に
た
と
え
ら
れ
る
。
パ
ラ
ダ

イ
ム
間
で
争
わ
れ
る
の
は
、
実
は
同
じ
土
俵

上
で
の
真
偽
の
証
明
で
は
な
い
。
土
俵
外
で

の
説
得
に
よ
る
同
意
の
獲
得
な
の
で
あ
る

（
＊
４
）。

　
心
理
学
の
実
験
で
、「
理
論
負
荷
性
」と「
共

約
不
可
能
性
」
を
疑
似
的
に
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。Chart 1

（
＊
５
）
は
、
ア
ヒ

ル
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ア
ヒ
ル
に
見
え
る

し
、
ウ
サ
ギ
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ウ
サ
ギ

混
迷
を
解
く
カ
ギ
／
前
編

に
見
え
る
。
両
方
知
っ
て
い
る
人
に
は
ど
ち

ら
に
も
見
え
る
が
、
２
つ
が
同
時
に
見
え
る

こ
と
は
な
い
。Chart 2

（
＊
６
）
も
、
上

か
ら
見
た
よ
う
に
も
下
か
ら
見
た
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
同
時
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
機
械
論
は
、
自
然
や
物
事
を
機
械
の
よ
う

に
見
て
理
解
す
る
。
一
方
、
生
命
論
は
、
生

命
の
よ
う
に
見
て
理
解
す
る
（
＊
７
）。
こ

の
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、Chart 3

の

よ
う
に
、
二
千
五
百
年
余
に
わ
た
る
歴
史
的

な
変
遷
が
あ
る
（
＊
８
）。

　
自
然
哲
学
が
成
立
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
紀
元
前
６
世
紀
、
万
物
の
根
源
は
水

だ
と
し
た
タ
レ
ス
か
ら
始
ま
る
。
紀
元
前
５

世
紀
に
入
り
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
自
然
を
原

子
（
ア
ト
ム
）
と
し
て
見
る
原
子
論
的
自
然

観
を
提
唱
、
次
い
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
自
然
を

数
学
（
幾
何
学
）
と
し
て
見
る
数
学
的
自
然

観
を
主
張
し
た
。
機
械
論
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
紀
元
前
４
世
紀
に
な
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
自
然
を
生
き
も
の
と
し
て
見
る
目
的

論
的
自
然
観
を
打
ち
出
す
。素
材
で
あ
る「
質

料
」（
ヒ
ュ
ー
レ
ー
）、
本
質
で
あ
る
「
形
相
」

（
エ
イ
ド
ス
）、
最
終
的
に
行
き
つ
く
終
わ
り

で
あ
る
「
目
的
」（
テ
ロ
ス
）、
目
的
に
向
け

た
始
ま
り
で
あ
る「
作
用（
も
し
く
は
始
動
）」

（
ア
ル
ケ
ー
）
の
４
つ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

世
界
を
完
全
に
理
解
で
き
る
と
し
た
の
で
あ

る
。
人
の
手
を
借
り
ず
自
ら
変
化
す
る
自
然

や
生
命
で
は
、「
霊
魂
」（
プ
シ
ケ
ー
）
が
本

質
で
あ
る
形
相
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
レ
ス
以
来
の
知
識
・
学
問
を
集
大
成
し
、

「
万
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
唱
え
た
の
が
生
命
論
で
あ
る
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
降
、
生
命
論
が
機
械
論
に
入
れ

替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
二
千
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
君
臨
す
る
。

　
17
世
紀
に
な
る
と
、
機
械
時
計
や
顕
微
鏡

の
発
達
に
よ
り
、
自
然
を
ひ
と
つ
の
精
巧
な

機
械
、
絶
対
的
な
自
然
法
則
に
従
っ
た
時
計

仕
掛
け
の
世
界
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
自
然
を
単
な
る
幾
何
学
的
な

延
長
、
均
質
な
空
間
的
広
が
り
と
み
な
し
た

（
＊
９
）。
こ
こ
か
ら
近
代
科
学
が
成
立
し
、

西
欧
の
様
相
は
一
変
す
る
（
＊
10
）。
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
宇
宙
は

地
球
中
心
の
天
動
説
か
ら
太
陽
中
心
の
地
動

説
へ
と
根
底
か
ら
覆
る
。
ガ
リ
レ
オ
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
に
よ
っ
て
、
落
下
の
法
則
、
運
動
の

三
法
則
、
万
有
引
力
の
法
則
が
発
見
さ
れ
る
。

天
体
と
地
上
の
世
界
が
力
学
の
法
則
に
よ
っ

て
統
一
的
に
説
明
さ
れ
、
物
理
学
は
科
学
の

手
本
と
な
る
。
科
学
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
掲
げ
た
目
的
に
よ
る
擬
人
的
な
説
明
を
主

観
的
な
も
の
と
し
て
排
除
し
、
外
か
ら
客
観

的
に
原
因
と
結
果
を
見
出
し
、
単
純
か
つ
普

遍
的
な
法
則
と
し
て
力
学
的
に
説
明
す
る
よ

う
に
な
る
。
複
雑
な
事
象
は
単
純
な
要
素
に

分
解
し
、
観
察
さ
れ
た
要
素
を
数
学
に
よ
っ

て
仮
説
と
し
て
結
び
付
け
、
こ
れ
を
実
験
に

よ
っ
て
検
証
す
る
。
機
械
論
が
生
命
論
と
入

れ
替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
現
代
ま
で
四

百
年
続
く
。

　
し
か
し
、
20
世
紀
後
半
以
降
、
生
命
論
が

ふ
た
た
び
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
＊
11
）。

機
械
論
の
限
界
が
目
立
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
切
り
離
さ
れ
た
要
素
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
全
体
と
し
て
の
創
発
的
な
特
性
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
例
え
ば
、
分
子
生

物
学
が
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
す
べ
て
解

読
し
て
も
、
生
命
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
市
場
で
は
、
誰
も
意
図
し
な
い
の
に
、

バ
ブ
ル
が
膨
ら
み
突
如
と
し
て
弾
け
る
。

　
ま
た
、
客
観
的
に
原
因
と
結
果
で
は
説
明

で
き
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
で
は
、
ど
ん
な
に
測
定
の
精
度
を
あ

げ
て
も
、
微
細
な
物
質
粒
子
の
位
置
と
運
動

量
を
同
時
に
正
確
に

測
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
不
確
定
性

原
理
）。
一
方
、
マ
ク

ロ
の
世
界
で
も
、
決

定
論
に
従
っ
て
い
な

が
ら
、
原
因
と
結
果

が
複
雑
に
絡
み
合
い

予
測
が
で
き
な
い
カ

オ
ス
現
象
が
明
ら
か

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
数
量
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
多
様

な
性
質
へ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
私
た
ち
が
抱
く
感
じ
（
ク
オ
リ
ア
、
感

覚
質
）
を
科
学
で
扱
え
る
の
か
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
人
間
の
知
性
と
し
て
、
知
能
指
数

（
Ｉ
Ｑ
）
以
外
に
、
心
の
知
能
（
Ｅ
Ｉ
）
や

多
重
知
能
（
Ｍ
Ｉ
）
と
い
っ
た
、
数
量
的
に

は
捉
え
ら
れ
な
い
性
質
の
概
念
化
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
機
械
論
に
基
づ
く
科
学
を
極

め
た
研
究
者
に
も
、
生
命
論
へ
歩
み
寄
る
人

が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
命
や
精
神
の

問
題
を
文
明
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
（
＊
12
）、
生
命
論
を
学
ぶ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
適
用
で
き

る
と
し
（
＊
13
）、
物
理
学
よ
り
も
生
物
学

か
ら
比
喩
を
得
る
よ
う
に
薦
め
（
＊
14
）、

現
在
は
生
命
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
賛
成
し
（
＊
15
）、
生
き
も
の

そ
の
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
感
覚
を
取
り
戻

す
べ
き
だ
と
す
る
（
＊
16
）。

　
情
報
通
信
や
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
、

人
々
の
相
互
作
用
は
時
空
を
超
越
し
て
加
速

度
的
に
増
加
・
拡
大
し
、
複
雑
に
絡
み
合
い

続
け
て
い
る
。
か
つ

て
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ

イ
ト
ソ
ン
は
複
雑
な

相
互
作
用
に
は
精
神

的
特
性
が
現
れ
る
と

指
摘
し
た
が
（
＊
17
）、

複
雑
化
す
る
社
会
は

ま
す
ま
す
生
命
的
様

相
を
帯
び
て
き
て
い

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、

支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
紀
元
前
５
世

紀
：
機
械
論
↓
紀
元
前
４
世
紀
：
生
命
論
↓

17
世
紀
：
機
械
論
↓
21
世
紀
：
生
命
論
へ
と
、

交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
き
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
機
械
論
、
生
命
論
と

い
っ
て
も
、
後
に
復
活
す
る
と
き
に
は
、
基

本
的
な
立
場
は
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
代

の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
、
い
わ
ば
ら
せ
ん

状
に
内
容
が
深
化
・
発
展
し
て
い
る
。

　
次
回
は
、
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命

論
の
特
徴
、
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Chart 1

同じ図形が違って見える例／その１

見方によって、
ウサギにもアヒルにも見えるが、

両方同時に
見ることはできない。

Chart 2

同じ図形が違って見える例／その2

見方によって、
上から見たようにも
下から見たようにも

見える。

物
事
を
機
械
に

見
立
て
る
考
え
方
。

機
械
を
部
品
に
分
解
す
る
よ
う
に
、

全
体
を
部
分
に
分
け
て

分
析
す
れ
ば

全
体
に
つい
て
も

理
解
で
き
る
と
す
る
。

機
械
論
と
は

物
事
を
生
命
に

見
立
て
る
考
え
方
。

器
官
を
集
め
て
も

生
命
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

全
体
は
部
分
の
単
な
る

寄
せ
集
め
で
は
な
く

独
自
の
特
性
が
あ
る
と
す
る
。

生
命
論
と
は



（
＊
１
）『
科
学
革
命
の
構
造
』（
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
著
、中
山
茂
訳
、１
９
７

１
年﹇
原
著
１
９
６
２
年
﹈、み
す
ず
書
房
）

（
＊
２
）『
科
学
的
発
見
の
パ
タ
ー
ン
』（
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・Ｒ・ハ
ン
ソ
ン
著
、村
上

陽
一
郎
訳
、１
９
８
６
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、講
談
社
学
術
文
庫
）、『
知

覚
と
発
見
』（
ノ
ー
ウ
ッ
ド
・Ｒ・ハン
ソ
ン
著
、野
家
啓
一、渡
辺
博
訳
、１
９
８

２
年﹇
原
著
１
９
６
９
年
﹈、紀
伊
國
屋
書
店
）

（
＊
３
）『
模
倣
の
時
代
』（
板
倉
聖
宣
著
、１
９
８
８
年
、仮
説
社
）は
、「
論

よ
り
証
拠
」な
ら
ぬ「
証
拠
よ
り
論
」と
評
し
て
い
る
。

（
＊
４
）『
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
』（
野
家
啓
一
著
、２
０
０
８
年
、講
談
社
学

術
文
庫
）

（
＊
５
）ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
が
１
９
０
０
年
に
考
案
し
た
図
形
。

（
＊
６
）ア
ル
バ
ー
ト
・
ネ
ッ
カ
ー
が
１
８
３
２
年
に
考
案
し
た
図
形
。

（
＊
７
）生
命
論
は
、古
く
か
ら
あ
る
生
気
論
と
同
じ
系
統
の
立
場
で
あ

る
。し
か
し
、生
気
論
は
、主
に
生
物
学
の
分
野
で
生
命
観
に
つ
い
て
主
張

さ
れ
た
。本
稿
で
は
、よ
り
広
く
世
界
観
を
カ
バ
ー
し
た
中
立
的
な
名
称
に

し
た
い
こ
と
か
ら
、生
命
論
と
し
た
。

（
＊
８
）『
思
想
史
の
な
か
の
科
学
』（
伊
東
俊
太
郎
、広
重
徹
、村
上
陽
一
郎

著
、２
０
０
２
年
、平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
科
学
思
想
史
』（
坂
本
賢
三

著
、１
９
８
４
年
、岩
波
書
店
）、『
物
理
科
学
史
』（
村
上
陽
一郎
著
、１
９
８

５
年
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
）、『〈
科
学
の
発
想
〉を
た
ず
ね
て
』（
橋
本

毅
彦
著
、２
０
１
０
年
、左
右
社
）、『
思
想
史 

第
二
版
』（
中
村
雄
二
郎
、生

松
敬
三
、田
島
節
夫
、古
田
光
著
、１
９
７
７
年
、東
京
大
学
出
版
会
）、

『
西
洋
古
代
・
中
世
哲
学
史
』（
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
著
、矢
玉
俊

彦
訳
、２
０
０
０
年
、平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
科
学
は「
自
然
」を
ど
う

語
っ
て
き
た
か
』（
菅
野
礼
司
著
、１
９
９
９
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
生
命

科
学
の
近
現
代
史
』（
廣
野
喜
幸
、市
野
川
容
孝
、林
真
理
編
、２
０
０
２

年
、勁
草
書
房
）、『
物
語 

哲
学
の
歴
史
』（
伊
藤
邦
武
著
、２
０
１
２
年
、中

公
新
書
）。『
哲
学
史
に
お
け
る
生
命
概
念
』（
佐
藤
康
邦
著
、２
０
１
０
年
、

放
送
大
学
教
育
振
興
会
）に
も
あ
る
よ
う
に
、常
に
批
判
や
反
批
判
が
行

わ
れ
て
い
た
。

（
＊
９
）数
学
の
、ｘ
軸
とｙ
軸
の「
デ
カ
ル
ト
座
標
」は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

（
＊
10
）『
近
代
科
学
の
誕
生
』（
ハ
ー
バ
ー
ト
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
著
、渡
辺

正
雄
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
７
年
﹈、講
談
社
学
術
文
庫
）

（
＊
11
）『
政
治
理
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
』（
藤
原
保
信
著
、１
９
８
５
年
、

岩
波
書
店
）、『
生
命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
』（
日
本
総
合
研
究
所
編
、１
９

９
３
年
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、田
坂
広
志
の
論
文
）、『
科
学
思
想
の
系
譜
学
』

（
大
林
信
治
、森
田
敏
照
編
著
、１
９
９
４
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
生
命

思
考
』（
石
川
光
男
著
、１
９
８
６
年
、阪
急
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
）、『
生
命

と
宇
宙
』（
小
林
道
憲
著
、１
９
９
６
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

（
＊
12
）『
物
質
文
明
か
ら
生
命
文
明
へ
』（
渡
辺
格
著
、１
９
９
０
年
、同
文

書
院
）

（
＊
13
）『
生
命
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
』（
日
本
総
合
研
究
所
編
、１
９
９
３

年
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、イ
リ
ヤ
・
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
基
調
講
演
）

（
＊
14
）『
シ
ス
テ
ム
の
科
学
』（
ハ
ー
バ
ー
ト
・Ａ・
サ
イ
モ
ン
著
、１
９
９
９
年

﹇
原
著
１
９
９
６
年
﹈、パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
）

（
＊
15
）『
生
命
』（
中
村
雄
二
郎
、池
田
清
彦
著
、１
９
９
８
年
、岩
波
書
店
）

（
＊
16
）『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』（
中
村
桂
子
著
、２
０
１
３
年
、岩

波
新
書
）

（
＊
17
）『
精
神
の
生
態
学
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、佐
藤
良
明
訳
、

２
０
０
０
年﹇
原
著
１
９
７
２
年
﹈、新
思
索
社
）、『
精
神
と
自
然
』（
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、佐
藤
良
明
訳
、２
０
０
１
年﹇
原
著
１
９
７
９
年
﹈、

新
思
索
社
）
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機
械
論
と

生
命
論
の

歴
史
的
変
遷

　
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
見
ら
れ
る
閉

塞
状
況
の
背
後
に
は
、た
い
て
い
２
つ
の「
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
の
対
立
が
潜
ん
で
い
る
。
機
械

論
と
生
命
論
で
あ
る
。私
た
ち
は
、近
代
以
降
、

も
っ
ぱ
ら
物
事
を
機
械
の
よ
う
に
考
え
る
見

方
し
か
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
生
命
と
し

て
捉
え
る
見
方
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
２
つ

を
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

混
迷
を
解
く
カ
ギ
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て
、
機
械
論

と
生
命
論
と
い
う
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機
械
論
と
生
命
論

の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
提
唱
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
に
よ
れ
ば
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、「
一
般
に
認
め
ら
れ
た

科
学
的
業
績
で
、
一
時
期
の
間
、
専
門
家
に

対
し
て
問
い
方
や
答
え
方
の
モ
デ
ル
を
与
え

る
も
の
」で
あ
る（
＊
１
）。よ
り
一
般
的
に
は
、

も
の
の
見
方
、
考
え
方
の
枠
組
み
、
世
界
観

と
い
え
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
定
着
し
て
い
る
と
き
に
、

特
定
の
科
学
者
集
団
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
準
拠

し
て
行
う
一
連
の
研
究
が
「
通
常
科
学
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
そ
ぐ
わ

な
い
変
則
事
例
が
い
く
つ
も
現
れ
、
予
測
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
外
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
危
機
に
陥
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に

は
科
学
者
集
団
が
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
乗

り
か
え
る
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
」、
す

な
わ
ち
「
科
学
革
命
」
が
起
こ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
私
た
ち
は
、
何
の
囚
わ
れ
も

な
く
純
粋
無
垢
の
事
実
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
理
論
と
い
う
色
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
し

か
物
事
を
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
観
察
と

は
理
論
を
前
提
と
し
た
解
釈
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
理
論
負
荷
性
）（
＊
２
）。
理
論
の
大
本

に
あ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
異
な
る
と
、
同
じ
対

象
を
見
て
も
、
違
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
例
え
ば
、
明
け
ゆ
く
東
の
空
を

眺
め
て
も
、
地
動
説
の
ケ
プ
ラ
ー
は
太
陽
が

静
止
し
て
い
る
と
見
、
天
動
説
の
テ
ィ
コ
・

ブ
ラ
ー
エ
は
地
球
が
静
止
し
て
い
る
と
見
た
。

明
治
時
代
の
か
つ脚 

け気
の
原
因
究
明
で
は
、
陸
軍

と
東
大
医
学
部
は
、
当
時
最
新
の
西
洋
医
学

に
基
づ
き
脚
気
の
病
原
菌
を
探
し
た
が
見
つ

か
ら
ず
、
迷
信
と
決
め
つ
け
て
い
た
麦
飯
を

摂
取
す
る
と
い
う
民
間
療
法
に
よ
り
、
脚
気

の
原
因
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
不
足
を
補
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
＊
３
）。

　
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、
そ
の
優
劣
を

比
較
す
る
共
通
の
尺
度
、
評
価
基
準
は
存
在

し
な
い
（
共
約
不
可
能
性
）。
そ
も
そ
も
新

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

相
容
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
移
行
は
、

科
学
者
の
改
宗
に
た
と
え
ら
れ
る
。
パ
ラ
ダ

イ
ム
間
で
争
わ
れ
る
の
は
、
実
は
同
じ
土
俵

上
で
の
真
偽
の
証
明
で
は
な
い
。
土
俵
外
で

の
説
得
に
よ
る
同
意
の
獲
得
な
の
で
あ
る

（
＊
４
）。

　
心
理
学
の
実
験
で
、「
理
論
負
荷
性
」と「
共

約
不
可
能
性
」
を
疑
似
的
に
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。Chart 1

（
＊
５
）
は
、
ア
ヒ

ル
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ア
ヒ
ル
に
見
え
る

し
、
ウ
サ
ギ
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
ウ
サ
ギ

Chart 3

機械論と生命論の歴史的変遷

に
見
え
る
。
両
方
知
っ
て
い
る
人
に
は
ど
ち

ら
に
も
見
え
る
が
、
２
つ
が
同
時
に
見
え
る

こ
と
は
な
い
。Chart 2

（
＊
６
）
も
、
上

か
ら
見
た
よ
う
に
も
下
か
ら
見
た
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
同
時
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
機
械
論
は
、
自
然
や
物
事
を
機
械
の
よ
う

に
見
て
理
解
す
る
。
一
方
、
生
命
論
は
、
生

命
の
よ
う
に
見
て
理
解
す
る
（
＊
７
）。
こ

の
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、Chart 3

の

よ
う
に
、
二
千
五
百
年
余
に
わ
た
る
歴
史
的

な
変
遷
が
あ
る
（
＊
８
）。

　
自
然
哲
学
が
成
立
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
紀
元
前
６
世
紀
、
万
物
の
根
源
は
水

だ
と
し
た
タ
レ
ス
か
ら
始
ま
る
。
紀
元
前
５

世
紀
に
入
り
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
自
然
を
原

子
（
ア
ト
ム
）
と
し
て
見
る
原
子
論
的
自
然

観
を
提
唱
、
次
い
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
自
然
を

数
学
（
幾
何
学
）
と
し
て
見
る
数
学
的
自
然

観
を
主
張
し
た
。
機
械
論
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
紀
元
前
４
世
紀
に
な
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
が
自
然
を
生
き
も
の
と
し
て
見
る
目
的

論
的
自
然
観
を
打
ち
出
す
。素
材
で
あ
る「
質

料
」（
ヒ
ュ
ー
レ
ー
）、
本
質
で
あ
る
「
形
相
」

（
エ
イ
ド
ス
）、
最
終
的
に
行
き
つ
く
終
わ
り

で
あ
る
「
目
的
」（
テ
ロ
ス
）、
目
的
に
向
け

た
始
ま
り
で
あ
る「
作
用（
も
し
く
は
始
動
）」

（
ア
ル
ケ
ー
）
の
４
つ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

世
界
を
完
全
に
理
解
で
き
る
と
し
た
の
で
あ

る
。
人
の
手
を
借
り
ず
自
ら
変
化
す
る
自
然

や
生
命
で
は
、「
霊
魂
」（
プ
シ
ケ
ー
）
が
本

質
で
あ
る
形
相
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
レ
ス
以
来
の
知
識
・
学
問
を
集
大
成
し
、

「
万
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
唱
え
た
の
が
生
命
論
で
あ
る
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
降
、
生
命
論
が
機
械
論
に
入
れ

替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
二
千
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
君
臨
す
る
。

　
17
世
紀
に
な
る
と
、
機
械
時
計
や
顕
微
鏡

の
発
達
に
よ
り
、
自
然
を
ひ
と
つ
の
精
巧
な

機
械
、
絶
対
的
な
自
然
法
則
に
従
っ
た
時
計

仕
掛
け
の
世
界
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
自
然
を
単
な
る
幾
何
学
的
な

延
長
、
均
質
な
空
間
的
広
が
り
と
み
な
し
た

（
＊
９
）。
こ
こ
か
ら
近
代
科
学
が
成
立
し
、

西
欧
の
様
相
は
一
変
す
る
（
＊
10
）。
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
宇
宙
は

地
球
中
心
の
天
動
説
か
ら
太
陽
中
心
の
地
動

説
へ
と
根
底
か
ら
覆
る
。
ガ
リ
レ
オ
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
に
よ
っ
て
、
落
下
の
法
則
、
運
動
の

三
法
則
、
万
有
引
力
の
法
則
が
発
見
さ
れ
る
。

天
体
と
地
上
の
世
界
が
力
学
の
法
則
に
よ
っ

て
統
一
的
に
説
明
さ
れ
、
物
理
学
は
科
学
の

手
本
と
な
る
。
科
学
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
掲
げ
た
目
的
に
よ
る
擬
人
的
な
説
明
を
主

観
的
な
も
の
と
し
て
排
除
し
、
外
か
ら
客
観

的
に
原
因
と
結
果
を
見
出
し
、
単
純
か
つ
普

遍
的
な
法
則
と
し
て
力
学
的
に
説
明
す
る
よ

う
に
な
る
。
複
雑
な
事
象
は
単
純
な
要
素
に

分
解
し
、
観
察
さ
れ
た
要
素
を
数
学
に
よ
っ

て
仮
説
と
し
て
結
び
付
け
、
こ
れ
を
実
験
に

よ
っ
て
検
証
す
る
。
機
械
論
が
生
命
論
と
入

れ
替
わ
っ
て
支
配
的
と
な
り
、
現
代
ま
で
四

百
年
続
く
。

　
し
か
し
、
20
世
紀
後
半
以
降
、
生
命
論
が

ふ
た
た
び
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
＊
11
）。

機
械
論
の
限
界
が
目
立
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
切
り
離
さ
れ
た
要
素
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
全
体
と
し
て
の
創
発
的
な
特
性
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
例
え
ば
、
分
子
生

物
学
が
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
す
べ
て
解

読
し
て
も
、
生
命
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
市
場
で
は
、
誰
も
意
図
し
な
い
の
に
、

バ
ブ
ル
が
膨
ら
み
突
如
と
し
て
弾
け
る
。

　
ま
た
、
客
観
的
に
原
因
と
結
果
で
は
説
明

で
き
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
で
は
、
ど
ん
な
に
測
定
の
精
度
を
あ

げ
て
も
、
微
細
な
物
質
粒
子
の
位
置
と
運
動

量
を
同
時
に
正
確
に

測
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
不
確
定
性

原
理
）。
一
方
、
マ
ク

ロ
の
世
界
で
も
、
決

定
論
に
従
っ
て
い
な

が
ら
、
原
因
と
結
果

が
複
雑
に
絡
み
合
い

予
測
が
で
き
な
い
カ

オ
ス
現
象
が
明
ら
か

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
数
量
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
多
様

な
性
質
へ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
私
た
ち
が
抱
く
感
じ
（
ク
オ
リ
ア
、
感

覚
質
）
を
科
学
で
扱
え
る
の
か
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
人
間
の
知
性
と
し
て
、
知
能
指
数

（
Ｉ
Ｑ
）
以
外
に
、
心
の
知
能
（
Ｅ
Ｉ
）
や

多
重
知
能
（
Ｍ
Ｉ
）
と
い
っ
た
、
数
量
的
に

は
捉
え
ら
れ
な
い
性
質
の
概
念
化
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
機
械
論
に
基
づ
く
科
学
を
極

め
た
研
究
者
に
も
、
生
命
論
へ
歩
み
寄
る
人

が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
命
や
精
神
の

問
題
を
文
明
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
し
（
＊
12
）、
生
命
論
を
学
ぶ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
適
用
で
き

る
と
し
（
＊
13
）、
物
理
学
よ
り
も
生
物
学

か
ら
比
喩
を
得
る
よ
う
に
薦
め
（
＊
14
）、

現
在
は
生
命
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
時
代
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
賛
成
し
（
＊
15
）、
生
き
も
の

そ
の
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
感
覚
を
取
り
戻

す
べ
き
だ
と
す
る
（
＊
16
）。

　
情
報
通
信
や
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
、

人
々
の
相
互
作
用
は
時
空
を
超
越
し
て
加
速

度
的
に
増
加
・
拡
大
し
、
複
雑
に
絡
み
合
い

続
け
て
い
る
。
か
つ

て
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ

イ
ト
ソ
ン
は
複
雑
な

相
互
作
用
に
は
精
神

的
特
性
が
現
れ
る
と

指
摘
し
た
が
（
＊
17
）、

複
雑
化
す
る
社
会
は

ま
す
ま
す
生
命
的
様

相
を
帯
び
て
き
て
い

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、

支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
紀
元
前
５
世

紀
：
機
械
論
↓
紀
元
前
４
世
紀
：
生
命
論
↓

17
世
紀
：
機
械
論
↓
21
世
紀
：
生
命
論
へ
と
、

交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
変
遷
し
て
き
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
機
械
論
、
生
命
論
と

い
っ
て
も
、
後
に
復
活
す
る
と
き
に
は
、
基

本
的
な
立
場
は
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
代

の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
、
い
わ
ば
ら
せ
ん

状
に
内
容
が
深
化
・
発
展
し
て
い
る
。

　
次
回
は
、
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命

論
の
特
徴
、
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

20
世
紀
後
半
以
降
、

生
命
論
が
有
力
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

機
械
論
の
限
界
が

目
立
っ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。

デモクリトスは
原子論的自然観を提唱、

プラトンは数学的自然観を主張。

紀元前5世紀

アリストテレスが
目的論的自然観を
打ち出す。

紀元前4世紀
生命論が

ふたたび有力と
なりつつある。

21世紀

機械論と生命論は
常に対立してきた。

どちらが優勢になるかによって
パラダイム・シフトが

起こってきた。

生命論 機械論機械論

15世紀紀元前1世紀 20世紀

デカルトは自然を均質な空間とし、
コペルニクスやニュートンは
世界を力学法則で説明する。

17世紀

紀元前5世紀

生
命
世
界

物
質
世
界


